
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
停
滞
国
」 

日
本

　
21
世
紀
日
本
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
停
滞

国
」
で
す
。「
停
滞
」
に
は
、
二
つ
の
意
味
が

あ
り
ま
す
。「
後
進
」
で
は
な
く
「
停
滞
」
と

い
う
こ
と
、
国
際
社
会
の
「
進
展
」
に
比
し

て
の
「
停
滞
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
日
本
は
決
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
後
進

国
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
４
６
年
に
成

立
し
た
日
本
国
憲
法
は
、
一
般
的
平
等
（
14

条
）
に
加
え
て
、「
家
族
に
お
け
る
男
女
平

等
」（
24
条
「
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質

的
平
等
」）
を
定
め
て
い
ま
す
。
当
時
、「
家

族
に
お
け
る
男
女
平
等
」
に
ま
で
踏
み
込
ん

だ
規
定
を
も
つ
憲
法
は
な
く
、
日
本
国
憲
法

は
、
画
期
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
規
定
を
持

つ
き
わ
め
て
先
進
的
な
憲
法
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。
日
本
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
、
法

的
形
式
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
達
成
し
た

国
だ
っ
た
の
で
す
。

　
け
れ
ど
も
、
80
年
に
わ
た
る
戦
後
日
本
社

会
で
は
社
会
的
実
質
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平

等
が
拡
大
し
ま
し
た
。
90
年
代
に
は
国
際
的

動
向
に
あ
わ
せ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
向
け

た
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
が
、
21
世
紀
を
迎

え
た
と
た
ん
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ

が
強
ま
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀

―

こ
の
間
の
停
滞
の
ツ
ケ
は
大
き
く
、
日
本
社

会
は
い
ま
な
お
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
に
あ
え

い
で
い
ま
す
。

戦
後
80
年
の
変
化

―
―
夫
婦
の
姓
を
中
心
に

　「
法
的
形
式
的
平
等
」
と
「
社
会
的
実
質
的

不
平
等
」
が
重
な
っ
た
典
型
例
が
、
夫
婦
の

姓
で
す
。
ド
イ
ツ
と
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
戦
前
、
明
治
民
法
は
「
家
」
姓
（
事
実
上

の
夫
姓
）、
ド
イ
ツ
民
法
は
夫
姓
を
法
定
し
て

い
ま
し
た
。
戦
後
日
本
で
は
、
憲
法
24
条
に

基
づ
く
民
法
改
正
（
１
９
４
７
年
）
で
「
家
」

が
廃
止
さ
れ
、
法
的
形
式
的
に
は
、
姓
は
夫

婦
平
等
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ

で
姓
が
夫
婦
平
等
に
な
る
の
は
１
９
７
６
年

の
こ
と
―
日
本
よ
り
30
年
ほ
ど
遅
れ
ま
す
。

　
問
題
は
、
そ
の
後
で
す
。
１
９
９
０
年
代

以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
展
開
は
日
本
を
は
る
か
に
上
回
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
90
年
代
に
選
択
別
姓
に
切
り

替
わ
り
、
メ
ル
ケ
ル
前
首
相
は
別
姓
を
選
択

し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
夫
姓
が
４
分
の

３
と
多
数
を
占
め
る
も
の
の
、
多
様
な
姓
選

択
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
姓
選
択

の
多
様
化
に
よ
る
家
族
崩
壊
は
報
告
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
夫
婦
の
姓
が
示
す
よ
う
に
、
戦
後
80
年
間
、

日
本
社
会
で
は
、法
的
形
式
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
と
社
会
的
実
質
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平

等
が
共
存
す
る
と
い
う
奇
妙
な
現
象
が
続
き

ま
し
た
。
そ
の
経
緯
は
、
大
き
く
四
段
階
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
図
1
）。

①
　
戦
後
民
主
化
期
（
１
９
４
５
～
55
年
）

に
は
、
改
正
民
法
に
よ
っ
て
、
夫
婦
の
法

的
形
式
的
平
等
が
実
現
し
ま
し
た
。
け
れ

ど
も
、
落
と
し
穴
も
あ
り
ま
し
た
。
戸
籍

制
度
が
、
家
本
位
か
ら
夫
婦
家
族
本
位
へ

と
再
編
さ
れ
な
が
ら
も
存
続
し
、
戸
籍
筆

頭
者
（
か
つ
て
の
戸
主
）
の
姓
が
夫
婦
の

共
通
姓
と
な
り
、
同
姓
が
強
制
さ
れ
た
た

め
に
、
夫
姓
が
一
般
化
し
ま
し
た
（
今
で

も
94
％
が
夫
姓
）。

②
　
高
度
経
済
成
長
期
（
１
９
５
５
～
73
年
）

に
は
、
男
性
間
の
格
差
が
縮
小
し
、
家
族

が
規
格
化
さ
れ
始
め
た
結
果
、
社
会
的
実

質
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
が
覆
い
隠
さ
れ

世
界
か
ら
見
た
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
停
滞
国
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
て

―
戦
後
80
年
を
経
た
課
題
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ま
し
た
。
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
・
企
業

別
組
合
を
3
本
柱
と
す
る
「
日
本
型
雇
用

慣
行
」
の
下
、
労
働
組
合
は
、
社
宅
や
住

居
手
当
、
扶
養
手
当
な
ど
を
含
む
「
家
族

賃
金
」
の
保
障
を
勝
ち
取
り
、
夫
稼
ぎ
主

型
の
核
家
族
（
い
わ
ゆ
る
「
近
代
家
族
」）

が
都
市
部
で
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
夫
稼
ぎ
主
型
家
族
は
、「
標
準
世
帯
」（
一

方
が
稼
ぎ
主
で
あ
る
夫
婦
と
子
二
人
か
ら

な
る
世
帯
）
と
呼
ば
れ
、
国
の
統
計
の
基

本
単
位
と
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
皆
婚
時
代

が
訪
れ
、
男
性
は
「
稼
ぎ
主
・
世
帯
主
・

戸
籍
筆
頭
者
」
と
い
う
３
点
セ
ッ
ト
で
「
男

ら
し
さ
」
を
内
面
化
し
て
い
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。
姓
は
、「
家
族
の
一
体
性
」
の
象

徴
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。「
夫
稼
ぎ
主
＝
夫

姓
」
型
家
族
は
リ
ア
ル
な
存
在
で
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
と
し
て
理
想
化
さ
れ
た

郊
外
型
の
大
規
模
団
地
は
職
住
分
離
を
進

め
、
規
格
化
さ
れ
た
居
住
区
間
で
「
夫
は

仕
事
／
妻
は
家
事
育
児
」
と
い
う
性
別
役

割
分
担
が
生
活
実
態
と
し
て
固
定
化
し
て

い
っ
た
の
で
す
。

③
　
低
成
長
期
（
１
９
７
３
～
90
年
）
に
提

唱
さ
れ
た
の
が
、「
日
本
型
福
祉
社
会
」
で

す
。「
日
本
型
福
祉
社
会
」
と
は
、
福
祉
を

公
助
（
税
金
）
で
担
う
の
で
は
な
く
、
自

助
（
家
族
に
よ
る
無
償
ケ
ア
労
働
）
を
軸

と
し
、足
り
な
い
部
分
を
共
助（
地
域
社
会
）

や
公
助
で
補
う
と
い
う
福
祉
国
家
モ
デ
ル

で
す
。
家
族
主
義
的
な
モ
デ
ル
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
時
期
に
は
、
均
等
法
が

成
立
し
た
も
の
の
、
同
時
期
に
導
入
さ
れ

た
専
業
主
婦
優
遇
税
制
に
よ
っ
て
主
婦
の

パ
ー
ト
労
働
者
化
が
進
み
始
め
ま
し
た
。

④
　「
失
わ
れ
た
30
年
」（
１
９
９
０
～

２
０
２
０
年
）
に
は
、
戦
後
日
本
の
制
度

や
社
会
の
歪
み
が
あ
ら
わ
に
な
り
ま
し
た
。

「
一
億
総
中
流
社
会
」
と
い
う
幻
想
が
崩
れ

て
「
格
差
社
会
」
が
出
現
し
、
夫
稼
ぎ
主

の
雇
用
の
安
定
が
失
わ
れ
て（
雇
用
崩
壊
）、

「
就
職
氷
河
期
」
が
到
来
し
ま
し
た
。
少
子

化
・
高
齢
化
・
非
婚
化
が
進
み
、
高
齢
者

単
身
世
帯
が
急
増
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
一
方
、
国
際
社
会
の
動
向
に
あ
わ
せ
て
、

90
年
代
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
も
進
み
始

め
ま
す
。
そ
の
成
果
が
、
民
法
改
正
要
綱

（
１
９
９
６
年
）
や
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
（
１
９
９
９
年
）
の
成
立
で
し
た
。

民
法
改
正
要
綱
に
は
、
婚
外
子
相
続
差
別

の
撤
廃
や
選
択
的
夫
婦
別
姓
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
婚
外
子
相
続
差
別

解
消
は
最
高
裁
違
憲
判
決
（
２
０
１
３
年
）

ま
で
持
ち
越
さ
れ
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
は

２
０
２
５
年
国
会
に
は
じ
め
て
上
程
さ
れ

た
も
の
の
、
継
続
審
議
に
な
り
ま
し
た
。

通
称
使
用
法
制
化
の
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、

一
方
が
姓
変
更
を
強
制
さ
れ
る
と
い
う
意

味
で
は
、
本
質
的
解
決
と
は
言
え
な
い
で

し
ょ
う
。

　
　
同
姓
強
制
は
明
治
民
法
以
来
の
１
２
０

年
余
り
の
短
い
歴
史
し
か
も
た
ず
、
今
で

は
世
界
で
日
本
だ
け
と
い
う
状
況
で
す
。

２
０
２
４
～
25
年
に
わ
た
り
、
裁
判
所
は

国
際
的
動
向
に
即
し
て
、
従
来
の
合
憲
判

決
を
覆
し
、
婚
姻
平
等
や
法
的
性
別
変
更

要
件
に
つ
い
て
積
極
的
に
違
憲
判
断
を
出

し
て
い
ま
す
。
別
姓
訴
訟
も
こ
れ
ま
で
２

回
合
憲
判
断
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
３
度

目
と
な
る
今
回
の
別
姓
訴
訟
で
は
、
判
断

が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
を

ど
う
乗
り
越
え
る
か

　
い
ま
な
お
残
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
を
克

服
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

特
に
重
要
な
点
を
３
点
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　
第
一
は
、
家
族
主
義
の
克
服
で
す
。
こ
こ

で
言
う
家
族
主
義
は
、「
家
族
の
一
体
性
」
を

強
調
し
、
家
族
を
国
家
の

基
本
的
単
位
と
み
な
す
価

値
観
を
指
し
ま
す
。
同
姓

図1：戦後80年におけるジェンダー平等の展開

2

1946～55
戦後民主主義

• 日本国憲法の成立
• 民法改正＝「家」制度の否定

1955～73
高度経済成長

• 日本型雇用慣行の確立
• 企業社会の成立
• 夫稼ぎ主モデル（標準世帯）
の拡大

1973～90
低成長

• 日本型福祉社会の提唱
• 高齢化政策の開始
• 男女雇用機会均等法
• 専業主婦優遇税制の成立＝主
婦のパート労働者化

1990～2020
失われた30年

• 雇用崩壊・就職氷河期
• 少子化政策の開始・非婚化
• 男女共同参画社会基本法
• ジェンダーバックラッシュ

法的形式的ジェン
ダー平等の実現

社会的実質的ジェン
ダー不平等の拡大

ジェンダー不平等の
固定化

ジェンダー平等の
停滞

「自助」に依存する国家と社会（家族主義の強まり）
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強
制
は
家
族
主
義
の
反
映
で
す
。
こ
う
し
た

家
族
主
義
は
、
し
ば
し
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
進
展
を
阻
む
方
向
に
作
用
し
ま
す
。
た

し
か
に
、
家
族
は
重
要
な
親
密
集
団
で
あ
り
、

基
本
的
な
生
活
共
同
体
の
一
つ
で
す
。
し
か

し
、
21
世
紀
日
本
で
は
、
不
可
逆
的
に
家
族

の
多
様
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
の「
標

準
世
帯
」
に
近
い
「
父
・
母
・
未
婚
子
」
世

帯
は
全
世
帯
の
４
分
の
１
に
減
り
、
単
身
世

帯
が
３
分
の
１
以
上
を
占
め
ま
す
。
子
ど
も

（
18
歳
未
満
）
の
な
い
世
帯
は
８
割
以
上
に
上

り
、
子
ど
も
が
い
る
世
帯
で
も
８
割
近
い
世

帯
で
母
親
が
働
い
て
い
ま
す
（
２
０
２
３
年

厚
労
省
調
査
）。
こ
の
よ
う
な
社
会
変
化
に
即

し
て
、「
個
人
の
尊
厳
」
や
選
択
権
を
保
障
す

る
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
第
二
は
、
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か

ら
の
勧
告
の
尊
重
で
す
。
１
９
８
５
年
に
女

性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
以
来
、
日
本

政
府
は
９
回
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
６
回
の

審
査
を
受
け
て
い
ま
す
。
勧
告
事
項
に
は
そ

れ
な
り
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
家
族
問
題

へ
の
対
応
が
鈍
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図

2
）。
選
択
別
姓
は
、
再
三
に
わ
た
っ
て
勧
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
す
。
す
で
に
世
論
は
過
半
数
が
賛
成

し
、経
団
連
も
賛
成
し
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

「
別
姓
は
家
族
の
絆
を
壊
す
」「
子
ど
も
が
可

哀
想
」
と
い
っ
た
反
対
論
の
た
め
に
、
法
改

正
が
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。
姓
は
、
あ
く
ま

で
個
人
の
標
識
の
一
つ
で
す
。「
家
族
の
一
体

性
」
を
表
す
記
号
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
三
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
の
「
交
差
性
」

参
考
資
料

共
編
著
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
事
典
」
丸
善
出
版

２
０
２
４
年

共
著
「
女
性
の
政
治
参
画
を
ど
う
進
め
る
か
」

日
本
学
術
協
力
財
団
２
０
２
４
年

共
著「
同
性
婚
の
こ
れ
か
ら
ー『
婚
姻
の
自
由・

平
等
』
の
た
め
に
法
と
政
治
が
で
き
る
こ
と
」

花
伝
社
２
０
２
４
年

共
編
著
「
歴
史
を
読
み
替
え
る
ー
ジ
ェ
ン
ダ
ー

か
ら
見
た
世
界
史
」
大
月
書
店
２
０
１
４
年

（
２
０
２
６
年
に
増
補
改
訂
版
を
予
定
）

審査（最終見解） 主な指摘事項 日本の対応
第1回審査（1988年）

第１回報告
・夫姓98％の是正・再婚禁止期間（６ヶ
月）の是正・育児休業制度の導入

・1991年育児休業法制定

第2回審査（1991年）
第２・３回報告

・均等法の充実
・戦時慰安婦問題への対応

・1997年均等法改正

第3回審査（2003年）
第４・５回報告

・間接差別の導入・ＤＶ法改正・戦時慰
安婦問題への対応・人身売買への対応
・女性参画の促進・婚外子差別の是正

・2004／2007年DV法改正
・2005年第2次男女共同参画基本計画での数値目
標設定
・2005年人身売買罪新設（刑法）
・2005年間接差別新設（均等法）

第4回審査（2009年）
第６回報告

・2003年勧告への対応は「不十分であ
り遺憾」・民法改正（夫婦同姓・婚姻適
齢の改正）は「直ちに行動を」

・2009年第3次男女共同参画基本計画での数値目
標設定

第5回審査(2016年）
第７・８回報告

・「女性に対する暴力」への対応・民法
改正（婚姻適齢・夫婦の姓）・暫定的特
別措置（クオータ制）

・刑法改正（2017年・2023年）
・18歳成人＝婚姻適齢／選択別姓には慎重
・候補者均等法（2018年）＝クオータは政党の任意

第６回審査（２０２４年）
第９回報告

・選択的夫婦別姓の導入・クオータ制の
導入・男女賃金格差是正・LGBTなどマ
イノリティへの複合的差別の解消・母体
保護法改正（配偶者の同意）・選択議定
書の批准・国内人権機関の設置
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図2：女性差別撤廃委員会（CEDAW）審査と日本政府への勧告
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